
 

最終答申案に係る委員からの意見 

番号 該当ページ等 意見・修正後の結果 

1 

p.20 

柱立て 3 

(2)③第 1 段落 

【小笠原一恵委員】 

（意見） 

 「一般的に、これまで障がいのある人の生涯学習について先

駆的に取り組んできたのは、障がいのある人の家族や特別支

援学校・学級の教職員、障がいのある人と接する機会がある

住民、学生等、ボランティアとしての担い手であり、運営上

の大きな役割を担っている一方で、負担も大きい。」の箇所に

ついて、意図している内容が伝わりにくい。 

 

（修正後の結果） 

・該当箇所を、以下の内容に修正した。 

「一般的に、これまで障がいのある人の生涯学習について先

駆的に取り組んできたのは、障がいのある人の家族や特別支

援学校・学級の教職員、障がいのある人と接する機会がある

住民、学生等であり、ボランティアとして運営上の大きな役

割を担っており、負担も大きい。」 

 

資料１   


